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Relationship between maladjustment before entering high school and the tendency of 
disruptive behavior fo1' part-time high school students 
Hiroshi Yoshihara (Niigata Prefectural Education CenterラNiigata-shi，Niigata 950-2144) 
Hideyuki Fujiu (Faculty of Human Scienceラ Universityof Tsukubaラ Bunkyo-ku，Tokyo112-
0012 
The purpose of these studies were to explore some basic criteria for screening high-risk students by 
investigating the relationship between the tendency of having disruptive behavior disorder (DBD) and 
maladaptation for part-time high school students. In study 1， the participants were 69 part-time high school 
students. Correlation analyses were carried out to examine the relationships between student-assessed 
School Life Support Test (SLST) and stress response scale and teacher-assessed DBD scale， attention 
deficit/hyperactivity disorder (ADHD) scale and callous and unemotional traits (CU) scale. Results showed 
that the anti-social trend in SLST correlated positively with DBD and CU. ln study 2ラtheparticipants were 
69 part-time high school students. A l1ultiple regression analysis by stepwise method was carried out with 
SLST and stress response scale as the independent variablesラandDBD and CU as the dependent variables. 
Results showed that students who had higher anger emotions exhibited a higher DBD tendency. Based on 
these results， we discussed the relationship of DBD tendency with maladaptation for part-time high school 
students. 
Key words: disruptive behavior disorder， attention deficit/hyperactivity disorderラ callousand unemotional 







題に践する調査J(文部科学:m'， 2015a) によると， 1年
生の不登校生徒の割合は，全日制高校の 1.3%に対し，
定時制高校では 13.2%とかなり高い。その要Iにはp 遊




























する障害に関して Americ3nPsychiatric AssocIation (以下，
APA) (2000，高橋・大野・染矢(訳)， 2004)の DSM司IV-TR
では， r注意欠陥および破壊的行動障害(Disruptive 
Behavior Disorder ;以下 DBD)Jのカテゴリーで示され，
素行部寄 (ConductDisorder ;以下 CD)，反抗挑戦性障害
(Oppositional Defiant Disorcler ;以下 ODD)，注意欠陥・
多y1)j性障害 (AttentionDeficit/Hyperactivity Disorder ;以
下ADHD)が含まれる。藤生 (2006)は， DSM-IV-TRを








いる(藤生， 2006) 0 ODDについては rネガティブな行




としている Ui長生， 2006)。また r小・中学校における
LD (学習障害)， ADI-lD (注意欠陥/多動性|障害)，高機
能自 I~~症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガ











いう概念で表している。 Christian，Frick， I-lil， Tyler， & 
Frazer (1997)は， ADI-lD と CDの関連とともに CDと
callous-unemotional traits (以下 CU特性)が関連している
ことを報告している。 CU特性とは r冷淡で，情緒の表
出を判1え，共感性と罪悪感に欠けている特性J(Paul， 
Frick， Cornell， Barry， Bodin， & D3ne， 2003) とされ，F能生
(2006) はこの概念に非情緒性という邦訳をあて，若宮
















ADHD の多動I'~J:・衝動性と SLST の皮社会傾向， ADHD 


































i年生 2クラス計 69名(男子 31;名，女子 38名，年齢I!i[!
















SLST(杉原地， 2002)を使用した 10 SLSTは標準化さ
れた， 9つの下位尺E支(f不登校・学校嫌し、傾向 :8項目J，
f号|きこもり・非社交性傾向 8項目 J，f v ¥じめの|骨組
傾向 7項目 J，f体調不良:I 項目j， f思いつめ{民向 :9
項目 J，f注意の問題・衝動性傾向:12項目 J，f反社会傾







吉j京・藤生 (2005) を使用した。 4 つの下位)~J支(f相]
うつ・不安感惜J， r不機嫌・怒り !~~'I苦 J ， r身体的反応J，
r 1!活気力的認知・盟、考J) からなり，各 4 項 I~I ，合計 16
項目の尺度である。「全くあてはまらない :0点J，fあま









め，得点化を行った。藤生 (2006) において， α係数によ
る信頼性 P 研究者と心即学専攻大学院生 3名による内容
が]妥当 'I.~t は確認されている。
JLiJtJ. 1 生徒の不適応については，現在学校現場では，
学校適応・不適応を部IJ る )~J立ーとして， Q-U (河村，




i自};むを 1I高広くi'JIえていることで， DsD {!:I'lI:i!をmlるこ
とができる尺j交となっている。また，本1iJIヲEでは】






について r決してない 1点J，r時々ある :2点j， rし






動|生j と「不注意j の 2つの下位尺度からなる，各 4項
目の尺j主である。それぞれの項目について r決してな






藤生 (2006) より作成された 6項目の尺度を用いた。
それぞれの項目について Iまったく違う:1 点J，r少し
























尺度 N 平均値 標準偏差 α係数
SLST 
不登校・学校嫌い 67 17.90 6.48 .84 
引きこもり・ ~I三社交性傾向 68 14.97 4.48 .78 
いじめの問題傾向 69 1.49 4.22 .86 
{本識不良 68 22.88 6.70 81 
思いつめ{長向 69 19.10 5.72 .80 
注意の関j週・種rYVJ 性{iJ~I向 69 25.38 6.62 .83 
反社会傾向 69 14.58 4.49 .76 
家族の悩み 68 10.21 3.41 .75 
ストレス反応
抑うつ・不安 69 2.12 2.89 .8 
不機嫌・怒り J，~'I 69 2.58 3.08 .85 
身体的反応 69 3.55 3.52 .84 
無気力 68 3.63 3.11 .77 -ー-......・ .ー
教師評定
反抗挑戦性障害 (000) 64 11.78 3.88 91 
素行障害 (CO) 64 8.08 1.94 .72 
多動性・衝動性 65 4.57 1.09 .69 
不注意 65 7.26 2.70 .82 
非情緒性 (CU特性) 64 9.64 2.13 .71 
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定期間経過後はシュレッダーにかけるようにした。その 正の棺関があった (r=.36， pく 01;r=.57， pくβ1; r =.32， 
他，前述したようにフェイスシートに書かれた配塔を pく.05; r =.32， pく.05)。
1l-った。 SLSTの注意の問題・衝動性傾向と不注意の関で 7 有
3 結果 意な正の相関があった (r=.41， pく.01)0 SLSτ の各尺度
分析手)1顎 SLST，ストレス反応尺度， 000， CO，多 と多動性・衝動性には?有意な相関は見られなかった。
動性・衝動性，不注意， CU特性の各尺度は，各項iヨ得 ストレス反応RJ支の不機嫌・怒り感情， 1!空気力と，不
点を下位jミ度ごとに合計したものを下位尺度得点とした。 注意のn号で，それぞれ有意な棺闘があった (I・=.27，
ただし， COの 2項目は分散が Oだ、ったため，分析から pく.05; r =.3 1， Pく.05)。ストレス反応の無気力と CU特性
|除いた。各 F位尺度の入f数，平均値，探準偏差， α係数 の捕で，有意な正の相関があった(，.=.27， Pく.05)。スト
をTable1に示す。次に 3 高校入学前における生徒の自己 レス反応の各尺度と， 000， CO，多出J性・衝動性には，
評定による学校不適応と，教師評定による OBO領!古jの 有意な相関は見られなかった。
関連を調べるため 3 相関分析を行った。結果を Table2 教師評定問の相関 下位尺度1mのすべてにおいて， .31 
に示す。最後に，教師評定による下位尺度情!の相関を見 ~.71 の値で有意な正の相関が見られた。
るため，相関分析を行った。結果を Table3に示す。 4. 考繋
生徒自己評定と教師評定の相関 SLSTの反社会傾向 自己評定と教師評定の棺関 教師評定による 000に
と000，CO，不注意， CU特性の問で，それぞれ有意な ついては，反社会傾向のみ，有意な互の相関が見られた。
Table 2 高校入学前の生徒の SLST，ストレス反応と 1:1学校教師j評定との相関
教師評定
反抗挑戦性素行障害多重J性・ 二 非'I'~f特性一人 不注差!結審(000) (CO) 曲面j性 、 (CU 4寺性)
尺度
SLST 
不登校・学校嫌い 14 14 国.01 .01 14 
引きこもり・~JI::t士，交性{頃向 .1 ー.06 ぺ 14 1 .23 
いじめの 1~51j&釘頃向 10 .04 ー.15 .06 17 
体調不良 .07 -.07 同 02 12 16 
思いつめ傾向 .02 -.17 欄 18 .07 14 
注意の問題・衝動性傾向 .06 10 ー.07 41** 17 
j支社会傾向 .36同 57** .16 32キ 32* 
家族の悩み .02 。 ー.03 .21 09 +・.ー ・.戸 E
ストレス反応
抑うつ・不安 .09 .05 ヘ01 .04 .14 
不機嫌・怒り感情 .20 10 ー.04 立7* つフ
身体的反応 ー.03 ぺ 17 ー.1 ー.01 05 
無気力 .09 .01 制 06 .31ホ .27* 






















キp<.05， **p< .01 
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ODDに関する内容から， 1反社会傾向の尺度に関する内容 周1mからの適切なサポートがさらに得られないと，二次
は一致すると考えられる。藤生 (2006) では， SLSTの 障害として， ODD， CDへと移行していくことも考えら
すべての下位尺度と有意な正の相関が見られており，異 れる。
なる結果となった。本研究では有意になる下位尺度が少 教I~ílî評定の CU 特性については， SLST の}支社会傾向と
なかったが，不登校・学校嫌し、(，.=.14)，引きこもり・ 有意な正の1:3関が見られた。藤生 (2006) では， SLST 
~1:tL 交性傾向(，刈 =.11) は， iI長生 (2006) の結果にili:く， の思いつめ傾向以外の下位尺度で有意な正の相IYe]が見ら
研究協力者数の少なさによる影響と考えられる。 れ，一音1のみ支持する結果となった。ただし， SLSTの
教f:iiF定による CDについて，有意な正の相関が見ら 反社会傾向以外の下位尺度との相関係数は， 1長生 (2006)
れたのはj支社会傾向のみだった。藤生 (2006)では， SLST とほぼ同じ値を示し，研究lh力者数の少なさにより有意
の注意の問題・衝動性傾向，反社会傾向，家族の悩みと とならなかったのではなし、かと考えられる。 Christianel 
有意な正の相関があり， -"(fllのみを支R~ごする結果となっ al.( 1997) は， CU 特性と DBD との関連を Iy~ らかにして
た。しかし 3 注意の!問題・衝動性傾向 (r=.10)では有意 いる。 DBDの項目を含む反社会傾向と有意なHll認が見ら






有意:なキ1~II'lIl は見られなかった。牒 ~I::: (2006)では， SLST 教師評定による下位尺度問の棺関
の j反又社会f侍傾a事裂l~I向向と有j意吉窓意なI正Eの4相i目31関羽があり， 一部5異主なる結果 ADI日-lD と ODD， CD のi関羽連↑性ヨ生:(にlここついても， Bi口rc吋'寸d巴凶l 
となつ7たこ。 ただだ、し， 多ÿ誌動t弱助助釧v訪}Jか削~.川.1性|
i向向との4相:1帝|目3関係j数欽がl'=.1凶6でで、あり ，J牒俸生 (ω2006) とlほまぼ同 (2006)でで、も指摘されているように， CU特性と DBDと



























校 1年生 2クラス計 691:1 (男子 351:1，女子 34名，年齢













[教師]-?iJF究 iで使用した教15ij評定による ODO，CD， 
多面J性・衝動性，不注意， Cじ特性の各尺疫を目し、7こ。
手続き [生徒〕研究 iと同様の手続きを行った。












各評定の相|関を分析した。その結果， ODO は r
=.48 (pく白01)，COは r=.70 (pく.01)， 多lfvJt・1lfi!fVJ性は 1









教15iiî~;i1 定 (1 人目)
尺度 反抗挑戦性 素行鮪害 多動性・











不登校・学校嫌い 68 18.66 4.56 
引きこもり・非社交性{頃|向 68 15.26 4.51 
いじめの開題傾向 68 11.25 3.51 
体調不良 68 22.15 5.93 
思いつめ傾向 68 18.22 5.61 
注意の問題・衝動性傾向 68 25.46 7.16 
j支社会(頃向 68 15.12 5.00 
68 10.01 2.87 
ストレ
抑うつ・不安 68 2.21 2.73 
不機嫌・怒り感構 68 2.50 2.50 
身体的反応 68 3.21 3.08 
68 3.53 2.97 
反抗挑戦性障害 (ODD) 63 10.57 2.90 
素行I~t~害 (CD) 63 10.21 1.63 
多動作iミ・衝動揺 63 4.56 1.26 
不注意 63 5.82 2.43 





































その結果， 000では決定係数 (R2) が有意であった
(F(2，58) =8.20， pく.01)。そこで，標準偏回帰係数(戸)
を調べたところ，不機嫌・怒り感情から有意な正のパス
Table 6 反抗挑戦!'~I:障害 (000) を従属変数
とした重回帰分析結果





Table 7 素行障害 (CO) を従属変数
とした重IE:I帰分析結果
変数名 r s 
不機鎌・怒り感情 .29 ，37判
忠いつめ{頃昨J -.09 -.41 ** 
いじめの問)~ .28 .34* 
R2 .24*場
*p< .05， **p< .01 
Table 8 多田J性・衝lVJ'1生を従属変数
とした重回帰分析結果
変数名 r s 
不機嫌・怒り感情 .28 .46** 
jE、いつめ傾向 ー.17 -.39** 
20*ネ
**p< ，0] 
Table 9 非清緒性 (CU特性)を従属変数
とした重回帰分析結果




































































いる。藤生 (2008) は， うつや不安など 13己の内部に問
題を抱えている状態を内在化問題と呼んでいる。 j保生





た。 研究 i では，いくつかの尺度の I~~l で相 I;~Jが見られた











I~ì!î評定の DBD ， ADHD， CU特性の同時期における関連
を検討するためj‘13関分析を行った。その結果， SLSTの















































た。 2013{i三5月に AmericanPsych iatric Association (2013 
高儲・大野(監訳)2014)が公刊した DSM-5では， AD卜ID
と ODDおよび CDは切り縦され， ADI-lDは神経発達症
1平/神経発達|時害1下 (Neuroclevelopmental Disorders)， 
ODDおよび CDは，秩序破壊的，衝動fljJf何J，および素行
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